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1 はじめに

ウェブサイトでは，閲覧者はオブジェクトクリックによるナ

ビゲーションにより目的情報を取得できる．閲覧中のページで

のオブジェクト選択に着目した目的情報に問題なく誘導するた

めの研究は活発になされている．閲覧者の検索目的，ページ訪

問履歴など，当該ページ以外の情報を考慮することを考え，本

稿では，ウェブ閲覧者とウェブサイト作成者のメンタルモデル

の違いからくるオブジェクトに対する印象の違いが操作に及ぼ

す影響を検索目的や選択履歴を変数として実験用ウェブページ

を用いて観察し，その選択要因を推定する．

2 情報取得操作の過程

本稿では，閲覧者と作成者がウェブページに対してどのよう

な印象を持つかを調べるためメンタルモデルを利用する. これ

は人が心の中に作っている外部世界のイメージや観念のことで

ある. 今回利用するウェブページに関するメンタルモデルを図

1および図 2に示す.図 1は閲覧者のオブジェクトクリック，図

2はウェブ作成者のページ作成のメンタルモデルである.

　ウェブサイト作成者がウェブページを作る過程は，ページに

記述する情報を特定の手法で加工するタスクであると考えられ

る. つまり，メンタルモデルを構成する要素は作成者がウェブ

ページに工夫できる部分といえる. 作成者が工夫できる点は情

報アーキテクチャ [1]の考え方から，目的の情報を見やすくす

る仕掛け，ウェブサイト全体を使いやすいと思わせる仕掛け，

目的の情報に誘導する仕掛けの 3 つに分けられると考えられ

る.これらをそれぞれコンテンツ作成，情報アーキテクチャによ

るデザイン，ナビゲーションによるデザインと定義した.Austin

らはウェブページを評価する方法を 42 項目の要素で分け [3]，

どの要素がウェブページの評価を上げるかを調査した. それら

の要素を作成者が工夫できる点と考え，メンタルモデルの要因

に振り分けた.振り分けたものが表 1である.

　閲覧者側ではメンタルモデルを形成する要因の中の一部分に

絞って調査を行う. 近年，ウェブサイトは爆発的に増え続けて

おり，不必要な情報は淘汰されるため，閲覧者に見てもらうこ

とが重要になる. そのためには，作成者のメンタルモデルで作

られたウェブページのどの部分が閲覧者のメンタルモデルに

合致するかが重要である. 今回閲覧者のメンタルモデルでは信

頼性，推測性という要因に対して焦点を絞る. 信頼性は『この

ウェブページで情報を獲得しても問題ないと判断する』要因で

あり，推測性は『このウェブページまたはリンク先に目的の情
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図 1 ウェブ作成者のウェ

ブページ作成のメンタルモ

デル

図 2 閲覧者ウェブページ

でのオブジェクトクリック

のメンタルモデル

図 3 両者のメンタルモデルの対応付け

報があると推測する』要因である.

　作成者のメンタルモデルと閲覧者のメンタルモデルがどのよ

うな関係になるかを次のように予測する. 閲覧者がウェブペー

ジを開いた時，ウェブページの形式を最初に見る. そのため，

信頼性は情報アーキテクチャのデザインと密接に関わる. その

後，ウェブページ内で情報を探索する. 検索目的の情報がその

ページにあるかは情報そのものを見やすくするあるいは目的の

情報を誘導する部分によるところが大きいため，推測性はコン

テンツの作成，ナビゲーションによるデザインと密接に関わる.

また，ナビゲーション先が全く違うページだった場合，閲覧者

のウェブページに対する信頼は下がる [2].そのため，ナビゲー

ションによるデザインは信頼性にも影響を与える.図 3 に両者

のメンタルモデルの関係を記述する.

3 実験

10名の工学部学生を被験者として，実験用ウェブサイト内で

検索目的の情報を探索させ評価を行わせた. 実験用ウェブサイ

トは作成者のメンタルモデルから特に信頼性，推測性に影響を

1

FIT2013（第 12 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2013 by Information Processing Society of Japan and
The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers
All rights reserved.

 387

J-008

第3分冊



表 1 作成者のメンタルモデルの要素

メンタルモデルの要因 要素

コンテンツ作成 ワード数　ヘッダのワード数　読みやすさ　感嘆詞の数　ページタイトルの長さ　グラフィックの数　

ページサイズ　画像サイズ　トータルグラフィックサイズ　アニメーション要素　

情報アーキテクチャ スクリーンの数　テキストクラスタリング　クラスタ内のテキスト　リストの数　使用した色の数　ラインの長さ

によるデザイン リーディング　フレーム　情報品質　画質　リンク品質　レイアウト品質　ダウンロード速度　

ナビゲーション リンクテキストの数　リンクテキストの言葉の長さの平均　冗長リンク　埋め込みリンク　複数行にまたがるリンク 　

によるデザイン ページ内リンク　フォントスタイル　フォントの面の数　フォントサイズの数　　

表 2 検索目的と変更した要素　 (信)…信頼性　 (推)…推測性

シナリオ 目的情報 要素 (割り振ったグループ)

1(信) ヘンリーの法則 使用した色の数 (A)

2（信・推） プレイステーション 2の特徴 フォントスタイル (A)

3（信） 細胞分裂 ダウンロード速度 (B)

4(推) セキュリティ 総グラフィック数 (B)

図 4 各シナリオの評価点および標準偏差

与えそうな要素を基に作成した.選択した要素は表 1の太字で

ある. 実験用ウェブページは要素があるものと無いものの 2種

類作成した. 今回の検索目的と割り当てた要素を表２に記入す

る.シナリオ 1，3では信頼性に影響を与える要素，シナリオ 2，

4では推測性に影響を与える要素で作成したため，後述する評

価点が低い値にあると考えられる.

実験方法の手順は次のとおりである. 被験者の知識量によっ

て選択するオブジェクトが大きく変わってしまう可能性がある

ため，実験用ウェブサイトを開く前に検索目的の情報について

どの程度知っているかを記述させた. その後，実験用ウェブサ

イトから検索目的の情報を探索してもらい，発見したらその情

報の場所を示してもらった. ここで，検索目的の情報が見つか

らず，ギブアップしたい場合はそこで探索を中止させた. その

後，実験用ウェブページに対しての評価用紙を記入してもらい，

評価項目にはない印象などの要素についてインタビューを行っ

た. 評価項目については，1.コンテンツ作成，2.ナビゲーショ

ンによるデザイン，3.情報アーキテクチャによるデザインを評

価させる意図を持った質問を行った.

4 結果と考察

各シナリオの質問の評価点の平均と標準偏差を図 4に記述す

る. 信頼性調査:シナリオ１では質問 3の値が両グループに大き

な差があったため仮説通りであった. しかし，シナリオ 3 は質

問 3ではなく質問 1で大きな差が出たため，作成者のメンタル

モデルの要素のグループ分けについてもう一度検討する余地も

出た.推測性調査:シナリオ４は質問１の点数に大きな差が見ら

れなかった理由として，ページのラベルだけを見る，ショート

カットキーを使うなどの被験者が多く，グラフィックを見る人

が被験者少なかったためこのような結果になった. 情報獲得能

力が高い者は作成者のメンタルモデルと大きなずれがあっても

ページから情報を探し当てることが可能であったオブジェクト

操作:シナリオ１では検索目的の情報をある程度知っている者

と全く知らない者で大きな差が出た. 情報を全く知らないもの

はページを開きショートカットキーで検索をかけるという総当

たりをするかもしくはすぐにギブアップするかの 2パターンで

あった. 開くページもページの上から何も考えずに押していく

という印象であった. また，シナリオ 3 ではプログラムのミス

で誤ったリンク構造を持つページが存在した. インタビューで

リンク構造が誤っていることについてどう感じるかを聞くと一

気にそのページに対して信頼をなくす人とリンク構造が誤って

いても目的の情報まで開けば問題ないと答える人の 2パターン

に分かれた.

5 まとめと今後の課題

本稿では，メンタルモデルの違いからくるオブジェクトに対

する印象の違いが操作に及ぼす影響を調査した. その結果，閲

覧者のメンタルモデルの要因の一つである信頼性，推測性に一

定の特徴が見られた. 今後，他の要素や検索目的の知識量での

変化の調査，情報探索の能力が高い者と低い者でどのようなオ

ブジェクト選択の違いがありどの要素を重要視しているかなど

の検証を行いたい.
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